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　　　　　　　　　　　　4．御物流星　刀
　既述の下下の数々は（記）（紀）に載せられたる遠き上代のものなるが故に，
其の詳細を知る由もない．されど，何たる神秘と因縁なるかな1御物流星刀
こそは，1買に天降の盤剣として，科學的にも，：文獣的にも，其の詳細を確實に
知悉し得るのである．而も，此の種の簸創は，地球といつれの虞にも存在しな
V・古往今別の猫歩のものであって，謹んで天下の至寳と回すべきものと，信ず
る．此の流星刀の田干こそ，國民として，普く，正しく知るを要する．
　干れ，晴れたる夜の天室には，常に多少の流星を見得る．之は，宇宙間に浮
游せる微塵が，引力の釣含ぴを失ぴ，大門中に飛來する時に見る一の現象とも
いふべきもので，“流れ星”とか，“抜け星”とか干せられてるる．畢章．門下
能力，反射能力もない星屑とも“ふべきものが，大氣中に突入するに撃って，
室氣と摩擦して熱を起し，酸素圏内に入るに及んで，燃焼して光輝を放つに至
る．多くは地球表面に達せすして，熔解，燃焼，蒸獲し，・全く形態を失ふので
ある．稀に其の残核が地上に蓬する．此の際，普通には秋水にも似た．る光輝を
獲し，轟然たる音響を件ふ．地表に蓬する際には室氣の抵抗を受けて，速度は
比較的小となり，地表に留るか，叉，地下2米位の廣に埋没するかである．此
の丁丁，帥ち流星物質には30飴の化野元素を含有するが，特に珍しきものばな
v、．
　障星は，吾人が，地球以外の天艦として，醐畳に訴へ得る唯一貴重な鑛石で
ある．されば，古來，此の天來のものを紳聖労し，迷信的に取扱はれたことは，
あながち非常識なりとは唱言し難い．さて，我が國土内に天降せし子星は，
100鯨が記録せられ（花山ブレテン306號参照），中にも限石が其の大部分を占
め，『隈鐵は6～7個に過ぎない．其の限田中，重量の上より滋賀縣に稜見された
タナカこ
田上號を最：大のものとし，既述の白萩號は第2位に位する．
（滋賀）　　　田　＿ヒ号虎　　174．　kg
（富山）　白萩號　22．73kg
（同）　早乙女號　10．88kg
　　外に石鐵のものが1個ある．
（兵庫）
（岐．阜）
（長崎）
岡野號　4．74kg
阪：内　號　　4ユ8kg
示冨乞〔琶虎　　0．008kg
（隈石や阻鐵に關する故老の傳読には，何庭も同じく，一時は外人に馨り梯
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　　はれんとしたといふことである．；窮程左様に貴：重といはうか，珍奇といは
　　うかに，想像せられたものらしい．）
　第2位の限鐵“白萩號”は，其の一部を以て，御物“流星刀”が謹作せられ
たのである．そして其の残部は東京科學博物館に保存陳列せられ，一般の参考
用に供されてみる．其の忌明に．
　“上市川阻鐵　落下年月不詳
　　自萩村ナル上市川ノ上流ノ砂礫中ヨリ小林一生氏二見海外二品ラレヨウシ
　　トタが榎本武揚氏ハコノ事ヲ聞キテ自己ノ所有トシタ．令嗣武憲氏學術上
　　私スベキニ非ズトシテ本館二寄贈
　　明治二十三年四月二見”
とあり，，3（，同工陳列品二子書の地學部には，
　“上市二三鐵　落下年月は不明であるが明治二十三年四月に富山縣中新川郡
　　白萩二大宇稻村の上市川の砂礫中より獲見した．榎本武憲氏は本阻鐵を私
　　有すべきでなく遍く一般公衆の回覧に供せんとの特志によって本館に寄
　　贈された．因に比重は7．88で，成分には鐵89．4％，＝ッケル9．3％，コバルト
　　7．83％を含んで居る．限鐵の切二面はよく光って居て中央部の研磨面を稀
　　騒酸で腐蝕した訴には正八面羅の面に：相當して線が見える．とれをウイド
　　マン・ステッティイン民の構造と言って限鐵の特性である，”
とあり，叉．別に詳細な分析表を掲げて，混入せる外の元素の定量的説明をも
示されて暑る．
　以上の説明及解説には，疑問もあり，物足らなさを感ずるが故に，：吏に補足
をなす所以である．
　抑々，此の陽鐵は．明治23年四月，富山縣中新川三白萩村稻，帥ち上市川上
流で小林一生氏が獲見したものといはる』が，一論には，同氏が，鑛山試掘
中，同氏使役の坑夫中村定次郎氏が，白萩村を貫流する上市川上流の砂礫中に
於て一塊の忌物を拾得したといはる曳．
　今回，同地を訪問し，同村，久保松次郎（72）老に就て當時の記憶を嘉く一
同老は嬰礫，頭騒明晰，慮答確實，信を措くに足る一老の話に依れば，’
「今より五十年前，帥ち肚年時代の事である故，確かに記憶して居るが，當部
　　きうりん落に道林八郎右衛門（當時35歳位）氏といふ人があった．當部落の知識と呼ばる
㌧程，何事もよく理解し，特に算藪に秀で玉居た．叉，小林一生氏は富山市の
代言人で，此の奥の山で銀銅鑛を獲掘する爲に來て，八鄭右衛門氏宅を事務所
として，此庭に起臥して居た．叉，今は故人であるが，道林松之助といふ人が
葛芋掘りに上流の山中に往き，三途，川中で色の攣った：重い石を拾って，八郎
右衛門宅に持って行き，珍しい石として其儘預けて置いた．恐らくそれが小林
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氏の手に渡ったものであらう．」
と．3も同地某（62）の話に依ると，
下道林八郎右衛門が，葛芋掘ゆに行き，上流で金の音のする石を拾った．それ
ではなからうか⊥
といふ．以上の道嘉途論と共に，先づ地勢上から考察するに，此の限鐵の落下
地黒占は，恐らく上市川上流稽附近よりも遙か上流地方であると信ずる．それ
は，此の邊は急傾斜の大いなる血流で，而も年々雪解，大雨の季節には，水勢
頗る張く，大岩石をも容易に押し流した形跡が歴然として居る，恐らく上流の
山中にでも落下したものと推定して差支がない．落下年月不詳の所以は，人里
離iれた庭に落ちたからである．
　川申で容易に立見せられたのは，該阻鐵が表面瀦黒色であり，河底は水流の
爲に互に相摩i長して，球状となった白色の石塊で満たされて居る中に在ったか
らである．
　次に，久保出直某老の話を綜合すると，以前より八郎右衛門氏の所藏であっ
たととが考へられる．併し，口碑傳読は，往々にして錯畳に陥るものであるか
ら，再検討を必要とする．
　けれども，とも・かく，それが偶然にも明治23年四月に至って小林氏に依って
獲表せられたもので，該地方の四月は寒氣猫ほ去らす，氷雪も少しは残って居
ったこと製思ふ．且，叉，葛芋掘りの季節とも思はれない．此の鮎は更に，地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゃうやま方の人々の冷静なる研究判断に侯つ．序に稻部落甥岸のトロイディヤルの城山
も．
　顧みて雍煕正に明治の二十三にして，金鶏勲章御創定，教育勅語御下賜，第
一回帝國血忌召集等瑞詳に浦ちた此の歳，此の獲見返表，而して此の資材に依
って榎本武揚氏が備前系の刀匠武藏國國宗をして日本刀を謹作せしめ，名も流
星刀とし，後に時の東宮殿下に奉獣したる事貧に想到する時，…種の籔感に打
たれざるを得んやである．此の寳刀に点して，面面者の著書にぼ「阻鐵白萩號
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ之ヲ以テ短刀ヲ作り龍星刀ト名付ケテ皇太子殿下二奉献シタルコトニ依ツテ
入ノ知ル所ナリ」とある．筆者の聞知する所と相蓮せるを以て宮内省に懇請し
て御回答を得た．
　　　　宮内大臣官房　　　　　　　　　第一九二號　　　　総　務　課
　昭和十三年四月二日
　　　　　　富内大臣官房総務課長子雷　：本多猫一郎圃
　　　村山二次子
　三月三日附御尋合ノ件
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明治三十一年十二月東宮殿下へ子欝榎本武揚献上ノモノニ該當
スル様存候右及回答候也　以上
として別紙に
　　　丁丁國匿宗御P
　　　　銘　表　円宗
　　　　　　裏　明治三十一年三月　日
　　　　　　表二「以星鐵垣之」　ト金象嵌アリ
　　　　長　　二尺一寸五分
　　　　元巾八分五厘　先五分七厘　反四分
　　　　錦造　　替刃
　　　　　自鞘
　　　　艶書　流星刀一・口　明治三十一年十二月海軍中隔正二
　　　　　　　位勲一等子爵榎本武揚　花押
　　　明治三十一年十二月
　　　東宮殿下へ子爵榎本武揚献上
　（刀匠武歯面好心は師ち岡吉國宗にして，此の刀創謹作に當り，非常に苦心
　　したことが窺はれるのは……天降の隈鐡で縮緬鍛方は從來無欲もなく経験
　　もなく最初試みに普通の法に依り鍛錬せしに十分意の如くならざる故に潔
　　回して氷川三品に3週間の所願して始めて着手…………したとの～二とであ
　　る．叉，研磨の際にウィドマンステッチン模様が現はれたらしく，之にも困
　　つた檬子である）
　謹んで思ふに，天降の難劒部難は，官幣大儲石上神宮の御難代として奉祀せ
られ，我が民族信仰の「鎭護國家」の一大標的となり，萬入齊しく崇敬し奉り，
御物流星刀は「皇基昏々載」を壽ぐ我が國民精紳の象徴として，九重雲深き震
に秘藏せらる．上代の傳論，現代の實相，徒に“不思議”の一語に溝去する能は
ざるものあり．天博大紳の融教にある「震展を永遠に綴績する建國の精神」脚
ち天壌無窮の句を畏み奉る．
　　　　　　　　　　　　　　5．雑　　　　姐
　富山縣の研究族野中，早乙女號の獲見地を覗，又，富山市に於て薔藩士生田
清堅氏秘藏の丁丁を回る事を得た．未だ獲表登録せられざるものである．
　　　　落下年月日　明治26年二月26日午後8時
　　　　場　　　所外弥終杜の東北一・條の道路を隔てた鷺生田氏邸
　　　　螢　見　者　生田雷雲血目令嫌サダ女皮
　　　　落下當時の駄況
　　　　　　サダ女皮十六歳の時，當夜轟然たる響あり，家屋振動甚しく，犀外に出づ
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　　　　　　れば門傾く，兄妹提灯を手にしZ’積雪の中を求むるに門内申庭の踏石の上
　　　　　　に異様の石塊を骸見せりと．
　　　　　　劇物は茶禍色で，一小部分を鍛ちたるに粒状のもの漏つ・
　：又，二二二丁：々頭に，昭和12年冬，一一大音響と共に落下したる限石坑を覗
た．此の紳祉の境内は，・生田家の所有であったとV・ふ。サダ女史は生田家と隙
石と何等かの因縁ありと思惟せられて居る．
　　　　　　　　　　　　　6．結　　　言
　以上は，筆者が尼崎市立商業學校生徒に通俗講演として駄溜を弄したものに
過ぎぬ．叉，其の梗概は二三の新聞，1雑誌に通俗讃物として掲げられたるもの
である．主観的に客面的に記述して，甚だしく冗長に，諄kしい．禽員各位の…
讃を賜はる債値を認めない。唯筆者は近時「弛して天艦を硯る」に韓向し，且，
叉，Historical　Researches　of　Scienceの方角へも向ひ，それを目標にあら
ゆる口碑表面を蒐集し，質底に忘れられたる履物を探し求め，時局柄，有効に
之を活用せんと考へてるる．かくて，新艦制に順晒すべき何物かを獲たいと念
じてみる．
天文逸藷二題
　「ねえ，プラ1ハへ行くととにしよう．」「まあ，何を仰有るの？お金にする
ものは何も無いぢやありませんか．」これは，中世に於て，後に其の名を謳はれ
た大天文盛者ヨハネス・ケプラの貨笈遊學前の面出の曾話である．夢見るやう
な近眼で，妻を見遣り乍ら，彼はティヒョ・ブラ1へ大先生に火星の観測訴訟を
殺示願はうとて，磯足しようとするのである．
　然し，ブラ1へに師事してから，師に締し不幸な誤解を起すやうになり，ケ
プラは師に失禮極まる手紙を書いて，憤然プラ1ハを去ったのである．
× ×
?
× ×
　バド1ヴ。の記事の主任教授は，ガリレオの望遠鏡を覗くことを縄封に拒縄
「した．ピアの二二教授は大公の前で，論理的澄明を振ぴ「衛星は肉眼で見える．
だが，地球に何の力をも及ぼさなkへだから衛星は無用なものだ．だから衛星
は存在しない」と，巧みに舌の先で衛星を天下から掻き回して了つた．
　1610年一月12日，小さな星が木星の右に3っ，左に1つ見えた．之れこそ，
ガリvオの木星衛星の獲見である．最近には，1938年七月6EI，三三ウヰルソ
ン山天文嘉のニコルソン博士に依って木星の薪衛星が2つ三見され，土星を抜
いて11箇の子幅長者になって居る．
